



るとともに, 研究に従事された｡ 昭和44年４月東京工業大学理工学部助教授, 昭和
54年４月同大学教授に昇任し, 平成12年３月まで教育研究とともに社会工学科, 社
会工学専攻および大学の運営に努められた｡ この間, 昭和50年４月より平成12年




熊田先生は, 40年の永きにわたり, 社会工学, 特に計画理論・政策情報学の分野
の第一線で教育・研究に努め, 顕著な業績をあげ多数の優れた人材を育成された｡
先生のご指導を受けた学生のうち二十名余りは, 現在, 東京工業大学をはじめとす







































また, このような業績のみならず, 日本計画行政学会, 日本シミュレーション＆ゲー
ミング学会, 日本社会情報学会, 日本不動産学会, 日本地域学会, 日本環境共生学
会, 日本不動産学会, 日本都市住宅学会, 日本資産評価政策学会の設立においては
指導的な役割を果たし, 会長, 副会長, 理事, 評議員などを歴任するなどして, 日
本における計画理論・政策情報学の研究, 教育およびその発展に多大の貢献を果た
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された｡さらに, International Society of City and Regional Planners, International
Simulation and Gaming Association, Asian Real Estate Society の国際学会にお
いても副会長, 理事を歴任するなどして, 計画理論・政策情報学の国際的な位置づ
けを高めることに貢献された｡ また, 日本学術会議地球環境研究連絡委員会委員,







｢優秀論文賞｣, 平成14年に日本地域学会 ｢著作賞｣, 日本計画行政学会 ｢特別功績賞｣,
日本不動産学会 ｢著作賞｣, 平成18年に日本不動産学会 ｢特別功績賞｣, 日本計画行
政学会 ｢論説賞｣ が授けられた｡
以上のように, 熊田禎宣先生は社会工学, 特に計画理論・政策情報学の分野で優
れた研究業績を挙げるとともに, 有能な人材の養成に尽力され, 学界, 教育界およ
び行政の発展に広く貢献されその功績は甚大あった｡
ここに, 改めて熊田禎宣先生に追悼の意を捧げるとともに, ご冥福をお祈りする｡
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